
 

 

  

 

 

 

 

 

ハイサーイ！キジムンヤイビーン！(こんにちは、きじむん

だよ！) 

毎年好評の館内コラムも今年度で7年目。今年度は「あなた

の知らない琉球大学の秘密」というテーマで、自然、歴史、文

化の話題を隔月でお届けします。 

 

第１回は、琉球大学千原キャンパスの自然について、琉球大学博物

館(風樹館)の佐々木健志先生に教えてもらったよ。琉球大学博物館

(風樹館)は、自然観察の授業などで人気があるよ。沖縄の自然や歴

史・文化に関する収蔵品が17万点、特に自然の展示に定評があって

無料で誰でも見学できるから、一度見に行ってみてね。 

風樹館の庭には、人間の暮らしと関わりの深い植物を集めたビオ

トープがあって、誰でも自然が観察できるからおすすめ。青色が綺麗

なカワセミがビオトープに来ることもあるよ。 

 

佐々木先生は、「キャンパス内には鳥がたくさんいて、カワウ、ミ

サゴなどがいるよ。千原池周辺にはフクロウがいて、夜になるとアオ

バズクは“ホーホーホー”と鳴いて、リュウキュウコノハズクは“コ

ホ、コホ”と鳴くから、球陽橋の上から聞いてみて。」と教えてくれ

たよ。フクロウがいるなんてびっくりだね。これからの季節は真っ赤

な色のアカショウビンも渡り鳥として琉球大学へやってくるんだっ

て。 

イルカンダは春に千原池周辺でみられる花で、ヒスイカズラに似て

いるよ。千原池周辺が県内で最大の群生地みたい。 

これからの季節は、ハブの活動が活発になるから、学内では草むら

に注意。マングース、ハブ、アカマタ、ガラスヘビ、アマミタカチ

ホヘビなどがいるんだって。 

 

夏に子供たちに大人気のクワガタもいるよ。オキナワヒラタクワガタ、リュウキュウノコギ

リクワガタなどがいるよ。そして夏の風物詩のホタルは、オキナワスジボタル、オキナワマド

ボタルがいるから、夜のキャンパスも風情があるよ。雨の日には、シロアゴガエル(外来種)、

ヌマガエル、オキナワアオガエルがいるよ。以前はウシガエルもいたけれど、今はどうだろう、

声を聴いたら風樹館に教えてね。 

 

琉球大学は、自然がいっぱい。勉強のリフレッシュを兼ねてお散歩してみてね。風樹館もぜ

ひ一度訪れてみてね。次回の「きじむんのどぅーちゅいむにー」もどうぞお楽しみに。(AS) 

 

協力：琉球大学博物館(風樹館) (写真提供 3,4,5,7,8) 

 佐々木健志(琉球大学博物館 助教) 
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きじむんの どぅ～ちゅいむにぃ～ 

あなたの知らない琉球大学の秘密編 

第1回 琉球大学千原キャンパスの自然 (前編) 

1 博物館(風樹館) 入口 

6 千原池(人工池) 

水は農地やトイレで使用 

 
2 イルカンダ 

3 オリイオオコウモリ 

4 リュウキュウメジロ 

5 オキナワヒラタクワガタ 

7 ハブ 

8 チュウサギ ※写真は全て琉球大学千原キャンパス内のものです 


